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滋賀県の水稲栽培の特徴は 4月下旬から 5月中旬に

かけて田植が行われる，いわゆる早植機械移植栽培が約

97%を占めるに至った。この栽培法の進展に伴い，本県

の反収は停滞するようになり 3 全国平均反収並の 480kg

程度にとどまっている。

早植機械移植水稲は，苗の株当j直付本数が多く，その

うえ初期生育が旺盛なため分げつが過剰となり，最高分

げつ期の到来が早い。従って，最高分げつ期から幼穂形

成期までの期間(ラグ期〉が，従来の成苗手植栽培水稲

に比較して長くなっている。

本県の水稲作付面積の約80%を占める日本晴，キ

ンパでは， ラグ期が約 1カ月間にも及んでいる。ラ

グ期で長いほど幼穂形成期前の稲体内窒素濃度の低

下が著しく，その結果有効茎歩合の低下と 1穂もみ

数の減少を招き 3 単位面積当りのもみ数不足iとな て
出

るo Z 

例えば，昭和50~54年の最近 5 カ年のm2当りもみ

数は，全国平均294X102粒に対し，本県は273X 102 

粒であり 3 その対比は93と低く，反収停滞の原因と

なっている。

暖地の早植機械移植水稲に対して，従来行われて
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表 1 試験区および施肥設計 CN;kg/a) 

疋JJ巴 11':iU :f:'l(JJ巴 実 )J巴

1nE 室 索令

ザ{ 千ゴー 0.6 0.2 0.2 0.2 

CU2号(元)普化(他・'j三) 0.8 0.2 0.2 

CU2号(元)CUl)8・(相) 0.8 0.4 

CU3号(元)普化(;f.il(・x) 0.8 0.2 0.2 

CU4号(全元) l.2 一
供試肥料の特性

被寝尿素人り粒状複合 1号(被覆尿素40号-N，3096入)12-14-14 

2号 C 11 70号 N，405'6'入)12-14-14 

3号 C 11 100号 N，60%入)14-14-14 

4号( 11 100号 N，80%入)15-15-15 

で、機械移植を行った。その施肥設計は第 1表に示した。

2) 試験結果と考察 元肥に施用した被覆尿素入り肥

料の土壌中での NH4-Nの消長は，普通化成の分施にく

らべ長期に豆り多量に残存しており，肥効の持続性が明

らかである。被覆尿素入り肥料は，その中の被覆尿素の

溶出期間の長いほど，また，その占める割合の多いほど

土壌中の NH4-Nは長期間維持されており， CU 4号全

第 i図元肥の NH4-Nの消長

10 30 60日後40 20 

きた元肥重点施肥法で、は，初期生育が促進されすぎラグ 量元肥施用では3 著しい残存がみられた(第 1図〉。

期が長く，この間の稲体内窒素濃度を高く維持すること 生育状況は，普通化成にくらべ被覆尿素入り肥料の元

ができず，多収を期待するもみ数の確保が困難である。 肥施用の方が，草丈は終始高く推移している。茎数は普

その対策として，元肥重点施肥法に代る新しい施肥 通化成施用が最高分げつ期までは多いが，その後無効分

法3 ①被覆および緩効性肥料の施用，②深層局所施 げつが多く有効茎歩合の低下がみられ，収穫時の穂数で

肥，③ 追肥重点施肥等について検討を試みた。その 1 はほとんど元肥の肥料の差はなかった。しかし， CU 4 

っとして，早植機械移植水稲に対する被覆尿素入り肥料 号の全量元肥施用は，草丈，茎数ともに初期から旺盛な

の肥効につき実施した試験の結果を報告する。 生育がみられ，幼穂形成期から出穂1Wにかけては過繁茂

なお，木県では近畿の水がめである琵琶湖の水質保全 の様相を示した。

のため， 1880年 7月から「琵琶湖富栄養化防止条例」が 幼穂形成期の葉色は，元肥に施用した肥料の特性を端

施行され，その中に農業排水からのN.Pの流出削減が 的に示し，土壌中の NHcNの残存最の傾向とも一致し

条文化されている。そのため，水田からの肥料成分の流 ており，肥効の持続性が長いほど濃色となっている(第

出防止対策を講じなければならず，その 1方策として被 2表〉。また， f葉色との関係は， 幼穂形成期の茎葉中の

覆尿素の使用が，大いに期待されている。 N含有率にみられるように，普通化成より被覆尿素入り

1. 機械移植水稲に対する被覆尿素入り肥料の肥効に 肥料の方が高く，被覆尿素の溶出期聞に応じて肥効が長

ついて ‘ もくことも認められる〈第 2表〉。

1) 試験方法 1979年に滋賀県農業試験場ほ場で，日 収量は第 3表に示すように?わら収量は幼穂形成期か

本晴の稚苗を供試し， 5月 8日に30X15cmの栽植密度 ら出穂期にかけて過繁茂気味に生育した。溶出期聞が100
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表 2 収穫期の生育葉色・茎葉中の N含有率

百式 )Ij尖 l豆
9 月 14 EI 有効主主 7.18 N 合、有率(%)

N干Ij用Z字
不Ilt 上£ 不定、 土ミ ;f'l(数 :!J:;，: 1=入E 2主主色牢 6.21 7.17 オつら もみ

1111 乞';;、且 紫 61. 9 17.8 15.8 62.7 1 1.47 1.11 0.48 0.87 

'Il't :fJ' 74.6 18.2 22.8 55.8 3 1. 64 1. 23 0.63 0.98 43.8 

CU2号(元)普化(拙実) 80.3 18.7 23.7 62.5 4 2.00 1. 43 0.69 1. 06 47.3 

CU2号(元)CU1号(t:¥H) 81. 9 19.5 22.3 60.0 4 2.43 1. 42 0.70 1. 07 54.6 

CU3 号(元)普化(t:j~~ .笑) 80.2 19.4 22.7 60.1 5 2.22 1.64 0.66 1. 05 52.9 

CU4号(全元) 84.9 18.4 26.1 61. 0 6 2.65 1. 81 0.77 1.15 60.8 
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日に及ぶ被覆尿素入り肥料の施用で多収となった。

一方，玄米収量は穂長との関係が深く，幼穂形成期前

の稲体内窒素濃度が高く維持され，えい花の分化数が多

く，また，穂肥施用によるえい花の退化防止効果の大き

いものほど，穂は長くもみ数も多くなって増収につなが

っている。 CU2号(元)・ CU1号〈穂〉やCU3号

(元〉普化(穂・実〉で多収となっているが， CU 4号

(全元〉はえい花の分化数は多いが，退化数が極めて多

いため，穂長は短かく，そのうえ屑米も多くなり， 5% 

程度の増収にとどまった。

早植機械移植水稲にとって3 普通化成の元肥重点施肥

法では幼穂形成期まで肥効が持続されず，もみ数が十分

確保できないが，被覆尿素入り肥料の元肥施用により，

分げつ期追肥の省略にもかかわらず肥効の持続がみら

れ，もみ数の増加により多収が得られた。また，被覆尿

素入り肥料の穂、肥施用の効果も大きく，普通化成の穂肥

実肥の分施にくらべ，退化もみの減少や有効茎歩合の向

上に寄与したものとみられる。

しかし，元肥の肥効が長すぎると，過繁茂となりわら

作りとなり， 1穂もみ数の減少3 登熟歩合や千粒重の低

下となり 2 玄米の増収につながらず，かえって倒伏や病

害虫に対する危険性をはらんでいる。

2. 琵琶湖富栄養化防止と被覆肥料について

滋賀県の農耕地からのN・Pの流出削減を図るために

は，その約90%を占めている水田からの流出防止が，最

も重要な課題となっている。水田からの肥料成分の流出

時期は， 4月下旬から 5月中旬にかけての約 1カ月に大

部分が集中している。

この時期は本県の田植時期に

当り，とくに兼業化が最も進ん

でし、るためゴールデン・ウィー

グに約90%が田植を終了する現

状である。この時期の肥料成分

の流出は，元肥に施用された肥料が代かき水に溶出し，

その代かき水が田植時に落水されるためで、ある。

全層施肥法が完全に行われていれば，代かき水への肥

料成分の溶出は極く少なく問題とならないが，省力を前

提とした昨今の大型機械の導入に伴う農作業、のH/~とで

は，荒代施肥が大部分を占めているため，代かき水への

-・1盃濃

溶出が増大し3 窒素では元肥施肥量の約一1/3が水田から

流出していると言われている。従って，現在の元肥施用

法の改善が望まれており，その対策として3 ① 全層施

肥法の励行，② 初期溶出の少ない被覆および緩効性肥

料の施用，③ 施肥田植機による土中局所施肥，④ 元

肥減肥と追肥重点施肥等があげられている。

木県の場合，機械移植水稲の元肥に被覆尿素を使用す

るには，化成肥料との複合肥料として施用されるので，

その中に含まれる被覆尿素の占める割合が大で，かつ初

期溶出率の小さいほど，水田からのN成分の流出削減に

つながる。しかし，水稲の生育との兼合いからみると，

溶出期間が 70""-'100日程度で， Nの2/3程度を被覆尿素

で占めたものを，元肥にN成分で 5""""6kg/10a程度施用

するのが適当と考えられる。

この場合Pは普通化成と同様であるので，被覆尿素入

り肥料でも全層施肥法が望ましい。また，今年この肥料

を粒状施肥田植機で施用したが，肥料の吸湿性が少な

し粒径もよく揃っているので3 土中への落下がスムー

ズであり，所定の施用量に極めて近い量が落下できた。

以上の点から被覆尿素入り肥料の元肥施用は，機械移

植水稲の生育によく合致した肥効を示し，そのうえ，水

田からの肥料成分の流出削減にもつながる。機械移植水

稲の効率的な施肥法は，おのずから河川や湖沼の水質保

全につながり，また，省資源・省力ともなるので，被覆

尿素入り肥料の使用は農家にとって有利である。

表 3 収量結果 Ckg/a)

言i:t 験 区 わら豆 向上七 玄米重 向上七 府米軍 千粒重 もみ/わら

無モ 室 2司正rミ2 54.7 71 36.9 73 0.38 21.8 0.81 

'1賞 千子 77.5 100 50.6 100 0.45 22.2 0.80 

CU2号(元)普化(椋実) 76.9 99 52.9 105 0.30 21. 3 0.84 

CU2号(元)CUl号(秘) 78.1 101 58.3 115 0.45 21. 2 0.91 

CU3号(元)普化(穂実) 83.8 108 57.2 113 0.30 21.7 0.83 

CU4号(全元) 84.8 109 53.0 105 0.98 21.2 0.78 
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